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EY MCI Wave 6（2025年度調査）概要

2025年度EY Mobility Consumer Index（MCI）調査

2025年調査で新たに追加された市場

調査地域
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調査について

▪ 2020年に開始されたEY Mobility Consumer Index（MCI）は、自動車購入の意向や

パワートレインの選好、電気自動車（EV）導入のトレンド、充電インフラの課題、コネク

テッド／自動運転機能への関心、購入プロセス全体に見られる動向を毎年追跡する

調査です。

▪ MCI Wave 6（2025年度調査）では、従来の調査内容を踏まえ、内燃機関（ICE）*車へ

のシフト、EV需要の軟化、販売店への期待の変化、コネクテッド／自動運転体験への関

心の高まりなど、新たなトレンドを探っています。
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本レポートは、今回で6回目となるEY Mobility 

Consumer Index（MCI）調査の主要ポイントをまと

めたものです。モビリティに関する消費者行動や嗜

好（しこう）の変化をグローバルに捉え、エコシステ

ム内のプレーヤーの意思決定や将来のモビリティ

構想に役立つ知見を提供します。
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エグゼクティブサマリー：EVシフトが減速、ICE支持は回復

▪ 消費者の半数が今後24カ月以内に自

動車購入を予定。ＩＣＥを選ぶ人は50%に

上昇、BEV*は2024年の24%から14%

へ低下。

▪ ICE車の購入意向は世界の主要地域で上

昇。BEVへの関心は世界全体で低下。

▪ 地政学的要因（EV優遇措置の撤廃や排

出規制の緩和案）を背景に、36%がEV購

入を延期または再検討。

▪ ハイブリッド車の需要は2024年の21%か

ら16%に低下。ただし、代替パワートレイ

ンとして選ばれる傾向は続く。

従来型パワートレインに
シフトする消費者

購買プロセスの最終段階は

ディーラー主導

高度な自動運転より、

基本的なコネクティビティが好まれる

航続距離と充電に課題、

EＶへの信頼構築が必要

*BEV：バッテリー電気自動車。L2、L3は、それぞれADAS（先進運転支援システム）のレベル2と3を指す

▪ 航続距離への不安が最大の懸念（29%）。

それに充電インフラ不足（28%）、バッテ

リー交換費用（28%）が続く。

▪ 懸念は地域で異なり、北・中・南米は充電

インフラの不足、欧州は航続距離への不

安や初期費用、アジア・パシフィックでは

充電設備の信頼性・品質と相互運用性が

課題。

▪ 充電に関する課題として、ステーション探

し（34%）、待ち時間の長さ（32%）、充電費

用の高さ（31%）が挙がる。

▪ 減少傾向にあるものの、購入者の41%は

依然としてディーラー／ショールームでの

対面購入を好む。

▪ オンラインチャネルでの購入は拡大し、

2024年の24%から30%へ増加。

▪ EV購入者に比べ、ICE購入者はオンライ

ンチャネルを好む割合がわずかに高い。

▪ EV購入者は、詳細な商品知識や充電に

関する説明を求め、対面でのやり取りを

重視。

▪ 安全性、ナビゲーション、メンテナンスが

引き続き優先度の上位で、快適性やエン

タメ機能の順位は低い。

▪ 購入のハードルとして、コストが高い

（39%）、運転中に気が散る（32%）、ソフト

ウェアの不具合（30%）が挙げられる。

▪ 消費者の60%はL2までの自動運転に安

心感を持つ一方、L3以上では26%にとど

まる。

▪ 主な懸念は、事故のリスク（60%）、技術的

な不具合（51%）、車両制御の喪失（50%）。

2025年度EY Mobility Consumer Index（MCI）調査



調査回答者の半数が車を購入予定

ICEが巻き返す一方で、BEVへの関心は急減
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注：車の購入意向（購入する可能性が極めて高い、

またはある程度高いと回答した人の割合）

*2025年度調査では、新たに長距離走行EV（EREV）を選択肢に追加した。EREVはパワートレイン選好全体の4%を占める。また、「わ

からない」や「その他（水素車など）」を選択した回答者がいるため、各年の数値の合計が100%にならない場合がある。

30%

58%

43%

7%

24%

14%

7%
12% 9%

16%
21%

16%

68%

37%

50%

2020 2021 2022 2023 2024 2025

新車 中古車

（2024年比）

38%
44%

11%

12%

12%

12%

全体 車所有者 非所有者

-1% 0% -4%

02 EVの購入動機・障壁・充電行動01 自動車購入の意向とパワートレインの嗜好（しこう） 03 販売店等での購買体験 04 コネクティビティと自動運転

購入意向 潜在的な購入者のパワートレイン選好

ICE

フルEV／プラグインハイブリッド／
フルハイブリッド／
マイルドハイブリッド／EREV*

フルハイブリッド／
マイルドハイブリッド

フルＥＶ

プラグインハイブリッド

主なポイント

ICE車に再注目

規制環境が変化する中、OEM各社は

消費者心理に合わせて新型および改

良型のICE車の投入に向けた投資を

拡大している。

地政学的要因の変化が

EV購入に影響

消費者はEV購入の見直しを進めてお

り、2024年には24%だったBEVが

14%に低下している。 

EVに対する消費者心理の変化やICE

車への回帰は、最近の政策変更の影

響によるものと考えられる。

2025年度EY Mobility Consumer Index（MCI）調査



4%

9%

9%

26%

51%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

主要市場の潜在的なEV購入者のうち、購入を再検討している人または延期した人の割合

政策環境が変化する中、世界の回答者の3分の1以上が

EV購入の再検討や延期に動いている
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アジア・パシフィック北・中・南米 欧州 アフリカ世界全体

最近の地政学的要因がEV購入意向に及ぼす影響（潜在的なEV購入者に占める割合）
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現在のパワートレインを維持する傾向は続き、ICE車とハイブリッド車の

オーナーのロイヤルティは強まる一方、BEVの再購入意向は低下している
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～は「変化なし」を示す

主なポイント

1. 現在車を所有していて購入を検討

している人の半数以上は、現在と

同じパワートレインを再購入する意

向を示している。

2. ICE車のみを所有している人の半

数以上（58%）がICE車を再度購入

すると回答している。これに対し、

ハイブリッド車の所有者では62%、

BEVの所有者では78%が、現在と

同じパワートレインを選ぶ意向を示

している。

3. しかし、昨年との比較では、BEVの

再購入意向は15%低下している一

方、ICE車とハイブリッド車では、再

購入意向はそれぞれ12%と11%増

加している。

どのパワートレインを選ぶか（現在の所有状況別）

2025年度EY Mobility Consumer Index（MCI）調査
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ICEのみ所有 ハイブリッドのみ所有 BEVのみ所有

注：2025年度調査では、新たに長距離走行EV（EREV）を選択肢に追加した。

ハイブリッドにはフルハイブリッドとマイルドハイブリッドが含まれる。

四捨五入しているため、各年の数値の合計が100%にならない場合がある。                                            

■ ICE（ガソリン／ディーゼル） ■ハイブリッド ■プラグインハイブリッド ■ BEV ■ EREV ■水素 ■わからない
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米国ブランドを選ぶ傾向は低下（特にBEVは大幅に低下）

一方、欧州ブランドへの関心は上昇し、中国ブランドはBEV購入者の間で比較的高い人気を維持
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2025 2024
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のうち、約3分の2が

現在の車と同じブラ
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32%
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59%
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37%-16%

+21%

+1%

~

-5%

2024年比

潜在的な購入者のブランド選好

世界全体 ICE ハイブリッド BEV

～は「変化なし」を示す

2025年度EY Mobility Consumer Index（MCI）調査

02 EVの購入動機・障壁・充電行動01 自動車購入の意向とパワートレインの嗜好（しこう） 03 販売店等での購買体験 04 コネクティビティと自動運転



潜在的なEV購入者が導入の最大の動機として挙げたのは環境への配慮

燃料価格の高騰が僅差で続く
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エコ意識とコスト意識の高い消費

者がEVシフトをけん引

消費者の3分の1超（35%）が、EVを選

ぶ理由のトップ3に環境への配慮を挙

げている。ガソリン価格は最近下落して

いるものの、燃料費の高騰もEVへの関

心を押し上げる要因となっている。

EVの航続距離の向上

最新モデルの実走行での航続距離向

上や、TCOに対する理解の高まりも、購

入者のEVシフトを後押ししている。

EV購入予定者が挙げた購入動機の上位¹

37% 35%

38%

34%

27%
26%

19%

20%

23%

40%

22%21%

20%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

2022 2023 2024 2025

注：「燃料／ガソリン価格の高騰」は2023年度のMCI調査で追加 数字は、その選択肢をトップ3に挙げた回答者の割合

TCO：総所有コスト ¹EVには、BEV、プラグインハイブリッド、フル／マイルドハイブリッド、

レンジエクステンダーEVが含まれる

環境への配慮

燃料／ガソリン価格の高騰

航続距離が長くなった

総所有コスト（TCO）が低い

EVの選択肢が増えた

EVの方がICEよりも性能がよい

ICE車に対する罰金の引き上げ

金銭的インセンティブ施策／

補助金

2025年度EY Mobility Consumer Index（MCI）調査
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EV非購入者にとって最大の懸念は航続距離への不安で、

充電インフラの不足と高いバッテリー交換費用がそれに続く
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28%
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27%

21%

15%

20%
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30%

35%

2022 2023 2024 2025

EV購入予定がない人が挙げた懸念の上位¹

注：「バッテリー交換費用が高い」は2023年に追加、「EVは修理／維持費が高い」は2024年に追加。

*「公共充電設備の品質」と「相互運用性」は2024年まで別々の選択肢だったが、2025年に統合した。

数字は、その選択肢をトップ3に挙げた回答者の割合

¹EVには、BEV、プラグインハイブリッド、フル／マイルドハイブリッド、

レンジエクステンダーEVが含まれる

航続距離に関する不安

充電ステーションの不足

バッテリー交換費用が高い

公共充電設備の品質／

相互運用性*

EVは修理／維持費が高い

職場／自宅に充電

インフラがない

購入初期費用

航続距離に対する認識と

現実のギャップ

ほとんどのEVモデルは、多くの消費者

が日常的に必要とする走行距離を十分

満たしているにもかかわらず、航続距

離への不安は依然として最大の懸念と

なっている。消費者の理解を深め、走

行ルート上の充電インフラを見つけや

すくすることが不可欠。

根強い充電問題

既存の充電ネットワークは、ユーザー

の不安を払拭できず、EVの所有者と潜

在的な購入者双方のニーズを満たすに

は依然として不十分。

バッテリー交換に関する不安

EVバッテリーは車両コスト全体の約

35%～40%を占めており、交換費用へ

の懸念を高める要因となっている。保証

期間の延長やバッテリー状態のモニタ

リング、リースモデル、バッテリー技術

の進歩が、不安の軽減に寄与すると考

えられる。

2025年度EY Mobility Consumer Index（MCI）調査
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自宅の充電インフラではオフピーク充電へのインセンティブが重要

一方、公共充電インフラでは充電速度とコストが鍵

公共の充電インフラ自宅の充電インフラ

2024年比

+3%

-1%

-1%

-2%

*32%

33%

39%

42%

44%

46%充電時間の調整に対する

インセンティブ

車両の充電を

モニタリング／自動化

家庭での電力利用（V2H）

バンドル型の

ホームエネルギーソリューション

車両と家庭内デバイスの

モニタリング／自動化

電力を電力グリッドに戻して

収益化（V2G）

効率的なEV充電ソリューション

電気料金の変動に応じて充電をオフ

ピークの時間帯にシフトすれば、消費者

は料金を節約でき、インセンティブも得

られる。電力会社にとっても、ピーク需

要の抑制とグリッド効率の向上はメリッ

トであり、時間ベースのスマート充電は

実現性の高いソリューション。

高速充電の推進

EV充電速度は向上しており、急速充電

器では30分以内で200km–300km分

の充電が可能。また、企業も5～10分

で80%まで充電できる超高速充電

（350 kW超）の開発も進めているが、

技術はまだ初期段階にあり、世界的な

普及には地域差がある。

充電インフラに求められる要素

注：自宅充電インフラの数値は、各カテゴリーにおける回答割合の上位3項目の合計

*「支払いが容易」は2025年に新たに追加した選択肢

2025年度EY Mobility Consumer Index（MCI）調査Page 11

充電速度

手頃な価格で

充電できる

充電設備が

便利な場所にある

最小限の待ち時間

支払いが容易
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自宅充電に関する懸念は緩和してきているように見えるものの、安全性とコストは依然として主要な課題

公共の充電インフラでは、信頼性と待ち時間の長さが最大の懸念
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公共の充電インフラ自宅の充電インフラ
2024年比

+3%

-5%

-1%

0%

0%

自宅充電のハードルは

安全性とコスト

自宅にEV充電設備の導入を検討して

いる人にとっては、安全性への懸念、

高額な設置費用、電気インフラのアッ

プグレードが大きな壁となる。設備の設

置には、電源盤のアップグレードをはじ

め、適切な接地、耐火仕様のハード

ウェアが必要になる場合が多く、費用

がかさむ。

充電ステーションを見つけにくい

充電ステーションの設置がまばらで、リ

アルタイム情報の信頼性も低い状況で

は、稼働中で利用可能かつ自分の車に

対応した充電設備を見つけるのは困難

です。また、ステーションの多くは都市

部や特別な地域に偏在しており、郊外

やハイウェイ、農村部とのギャップが生

じている。

充電インフラに関する懸念のランキング上位

-17%

*

-12%

-10%

-6%

注：自宅充電インフラの数値は、各カテゴリーにおける回答割合の上位3項目の合計

*「電源盤のアップグレード費用」は2025年に新たに追加した選択肢

2025年度EY Mobility Consumer Index（MCI）調査

31%

34%

35%

38%

42%

自宅での充電スペースの確保

電気料金

設置費用が高い

電源盤のアップグレード費用

自宅でのEV充電の安全性

21%

22%

32%

37%

39%

車の安全性

充電器の故障／不具合

充電費用が高い

待ち時間が長い

充電ステーションの

設置場所探し

2024年比
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16%

31%

46%

50%

87%
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購入リサーチの初期段階ではオンラインプラットフォームが重要だが、

それ以降の購買プロセスでは、対面でのディーラー体験が依然として中心

+ - ：前年比

0%

-4%

+5%

-20%

+14%

+2%

-1%

+6%

オンライン*

友人や家族に相談

ディーラーで

営業担当者に相談

ブランドストア／

ポップアップストア

印刷媒体

36%

16%

43%購入先の正規ディーラー

同ブランドの別の

正規ディーラー

独立系カーサービス

+13%

+10%

+1%

34%

試乗やディーラー訪問をせずに

購入しないと回答した潜在購入

者の割合

54%

ディーラーで購入する際に、実際

に車を見て試したいと考える潜在

購入者の割合

46%

完全オンラインでの購入に躊躇

（ちゅうちょ）する潜在購入者のう

ち、特別割引やローンと保険

（F&I）のセット提供、ファイナンス

手続きの簡便化などがあればオン

ライン購入を検討すると回答した

人の割合

オンラインでスペアパーツを購入し

たことがある車所有者の割合。

両方のチャネルを利用する人は

33%、オフラインのみで購入する人

は37%

*オンラインには、ディーラー／メーカーのウェブサイト、ソーシャルメディア、第三者サイト、AI（人工知能）を活用したチャットツールなどが含まれる。

購入者：購入プロセス各段階でのオンライン／オフラインチャネルの使い分け

優
勢
度

情報収集

オフライン オンライン

試乗

オフライン オンライン

購入

オフライン オンライン

カスタマーケア

オフライン オンライン

ディーラーが優勢

30%

29%

30%

41%

あらゆる選択肢

を評価する

オンライン

チャネル

ディーラー／

ショールーム
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ICE購入者に比べ、潜在的EV購入者は、情報収集にオンラインを利用する傾向がやや高いが、

購入の最終段階ではオフラインチャネルを選ぶ傾向が強い

EV購入者とICE購入者の比較：購入プロセス各段階でのオンライン／オフラインチャネルの使い分け

オンライン*

ディーラーで

営業担当者に相談

友人や家族に相談

ブランドストア／

ポップアップストア

印刷媒体

ディーラー／

ショールーム

オンライン

チャネル

あらゆる選択肢

を評価する

購入先の正規ディーラー

同ブランドの別の

正規ディーラー

独立系カー

サービス工場

EV
購入者

ICE
購入者

差に注目すべき項目*オンラインには、ディーラー／メーカーのウェブサイト、ソーシャルメディア、第三者サイト、AI（人工知能）を活用したチャットツールなどが含まれる。

優
勢
度

EV
購入者

ICE
購入者

情報収集

オフライン オンライン

43% 41%

28% 32%

29% 27%

57% 45%

17% 18%

24% 34%

92% 84%

48% 44%

49% 51%

34% 29%

18% 15%

56% 52%

29% 36%

50% 44%

ディーラーで購入する際に、

実際に車を見て試したい

試乗やディーラー訪問を

せずに購入することはない

特別割引やローンと保険

（F&I）のセット提供、ファイナ

ンス手続きの簡便化などが

あればオンライン購入を検

討する

オンラインでスペアパーツ

を購入したことがある

車所有者の割合

注：EVには、バッテリー式電気自動車、プラグインハイブリッド、フル／マイルドハイブリッド、長距離走行EVが含まれる

EV
購入者

ICE
購入者

EV
購入者

ICE
購入者

EV
購入者

ICE
購入者

試乗

オフライン オンライン

購入

オフライン オンライン

カスタマーケア

オフライン オンライン

29% 29%
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支払意向利用意向

消費者は小手先の機能ではなく実用的な技術を求めている

主な懸念は高価格であることと、運転中に注意散漫になること

2025年度EY Mobility Consumer Index（MCI）調査Page 15

コネクテッドカーの機能

コアとなるコネクテッド・エコシス

テムを構築して価値を創造する

▪ 高コストに加え、運転中の注意散漫、

ソフトウェア不具合、データセキュリ

ティに対する根強い懸念は、自動車

メーカーのカーデータ収益化の取り

組みを依然として阻む要因となって

いる。 

▪ これに対処するため、OEM各社は

基本的なコネクテッド機能を標準装

備として強化する一方で、高度かつ

プレミアムなサービスをオプションと

して導入する動きを進めている。

▪ こうしたアプローチは、価値や信頼

を求める顧客の期待と、持続可能な

収益源を確保したい業界側のニー

ズとのバランスを図ることを目的とし

ている。

期待される機能・テクノロジー

18%

19%

24%

33%

52%

57%

15%

21%

22%

30%

50%

37%

インフォテインメント／

エンターテインメント

ADAS（先進運転支援システム）

快適性／ウェルネス

サービス／メンテナンス

安全／セキュリティ

ナビゲーション

主な問題点

21%

27%

30%

32%

39%

Availability of similar services
in smartphones

Security concerns or not
willing to share data

Glitches with software or
updates

Cause distraction while
driving

Services are expensive or
high price point

「支払意向」の

2024年比

-5%

-5%

-6%

0%

-2%

-9%

ナビゲーション（リアルタイム交通情報、ルートプランニングなど）、安全性／セキュリティ（自動緊急通報、車両追跡など）、快適性（車内音声アシスタント／コンシェルジュ機能）

*「ソフトウェアやアップデートの不具合」は2025年度調査で新たに追加された選択肢

サービス料が高い／高価格帯

運転中に気が散る

ソフトウェアやアップデートの不具合

セキュリティ面の懸念／

データを提供したくない

同じようなサービスが

スマートフォンにある

02 EVの購入動機・障壁・充電行動01 自動車購入の意向とパワートレインの嗜好（しこう） 03 販売店等での購買体験 04 コネクティビティと自動運転



消費者が最も安心できるのはレベル2の自動運転

主な懸念は安全性と技術的不具合

2025年度EY Mobility Consumer Index（MCI）調査Page 16

レベル0：自動化支援を一切使わず、運転者がすべての運転操作を行う。レベル1：車両がハンドル操作「または」アクセル・ブレーキ操作のいずれかを支援する。レベル2：車両がハンドル操作「および」アクセル・ブレーキ操作の両方を制御するが、運転者の監視が

必要で、いつでも引き継げることが求められる。レベル3：一定の条件下でシステムがすべての運転操作とモニタリングを行うが、要請があれば運転者はいつでも引き継ぐことができなければならない。レベル4：指定された領域内ではシステムがすべての運転操作

を管理し、運転者の介入を必要としない。レベル5：あらゆる環境および条件下で、車両が完全に自動運転を行う。

自動運転に対する安心度

60% 安全性と事故のリスク

51%
技術やシステムの

不具合

50% 車両制御の喪失

主な懸念

地域別

▪ 北 ・中 ・南米 （ 65% ） 、 欧州

（68%）ではレベル2までの自動

運転機能に対する安心度が比

較的高いのに対し、アジア・パ

シフィックでは56%。

▪ 一方、アジア・パシフィックでは

レベル3以上の自動運転に前

向きな消費者が35%と、北・中・

南米（25%）や欧州（18%）を上

回る。

▪ レベル3以上の自動運転機能

に対する関心は、中国（47%）、

インド（48%）、日本（38% ）と

なっており、米国（23%）、英国

（21%）、ドイツ（19%）よりも高い。

10%

6%

6%

14%

17%

23%

23%
レベル0：

自動化なし

レベル1：

運転支援

レベル2：

部分的自動運転

レベル3：

条件付き自動運転

レベル4：

高度自動運転

レベル5：

完全自動運転

わからない

L2まで：63%

L3以上：26%

全体
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おける信頼を確立していくことで、より良い社会の構

築を目指しています。

データ、AI、および先進テクノロジーの活用により、

EYのチームはクライアントが確信を持って未来を形

づくるための支援を行い、現在、そして未来における

喫緊の課題への解決策を導き出します。

EYのチームの活動領域は、アシュアランス、コンサル
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